第１号様式
令和　　年　　　月　　日
長 泉 ブ ラ ン ド 認 定 申 請 書
長泉町商工会長　殿
申請者　所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　称
代表者
長泉ブランド認定要項に基づき、長泉ブランドとして認定を受けたいので下記のとおり申請します。
記

１　申　請　者
	ふりがな※
	　

	会社（団体）名※
	　

	代 表 者 役 職
	　
	ふりがな※
	　

	
	
	代表者氏名※
	　

	住　　　　所※
	〒（　　　　　-　　　　　　）
　

	Ｔ　　Ｅ　　Ｌ※
	　
	Ｆ　Ａ　Ｘ※
	　

	Ｅ-Ｍａｉｌ※
	　
	Ｕ　Ｒ　Ｌ
	　http://

	資　本　金
	　千円
	従 業 員 数
	　人

	業　　種※
	　
	創業年数※
	年
	法人設立日
	年　　　　　月

	担当者
（代表者と申請担当者が異となる場合はご記入ください）
	役職
	　
	ふりがな
	　

	
	
	
	担当者氏名
	　

	
	ＴＥＬ
	　
	ＦＡＸ
	　

	
	Ｅ-Ｍａｉｌ
	　


　　　　　ご記入いただいた個人情報は、応募者把握及び審査のために利用する他、事務連絡や関連事業の情報提供のために利用することがありますが、第三者に公開するものではありません。
２　申請品
	申請品名(※)
	

	申請品
販売単価
	円
	申請品
販売年数
	年
	申請品
販売実績
	千円/年

	申請品の種類(※)
(該当するものに○を付けて下さい)
	産品　・　製品　・　農林水産品

	申請品の特徴
機能等の概要(※)
（申請品の内容を、具体的にご説明下さい。また、写真を添付してください。）
	

	申請品が「全国的に優れた存在」あるいは「特徴ある存在」とするその内容、事実があれば記述してください。
（例：申請品の受賞歴、取材記事、特許・証明書類の取得状況等）
	

	生産地

(該当に○を付けてください)
	長泉町　・　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	主な素材・部品

等の産地

(該当に○を付けてください)
	素材　　　　　　　　　　　　（　　　　％）　　町内　・　町外（　　　　　　　　　　）
素材　　　　　　　　　　　　（　　　　％）　　町内　・　町外（　　　　　　　　　　）
素材　　　　　　　　　　　　（　　　　％）　　町内　・　町外（　　　　　　　　　　）
素材　　　　　　　　　　　　（　　　　％）　　町内　・　町外（　　　　　　　　　　）


３　申請品のセールスポイント
　　以下の、選考基準の該当部分について、何処が、どのように優れているか、具体的にご説明下さい。
　　　　　　
　　①地域性・長泉の自然・文化との関わり
○長泉が連想される取り組み、エピソードがあり、長泉のＰＲに繋がる物語が感じられるか。
　　　○長泉ならではの存在、または製法、技法、技術などを用いているか
○開発者の思い、着眼点、仕組みなどに長泉の自然や文化、伝統を掘り起し、守り育む意図や、
知恵があるか。　　
	


　　②独創性、技術革新または挑戦(こだわる思い)(※)
　　　○「ものづくり」への取り組みに独創性(アイデア)、技術革新又は挑戦(こだわる思い)があるか。
	


　
　③その他
○市場性が見込まれるか
　　　○将来ビジョンがあるか
　　　　(その他、アピールしたい事例が有れば、ご自由にご記入下さい。)
	


添付書類等】　※申請の際、以下の書類等を必ず一緒にご提出ください。

（①～④の提出は審査の必須条件となります。）

· ①法人：履歴事項全部証明書（発行より３ヶ月以内）
個人：直近の確定申告書別表1税務署押印があるもの
· ②反社会勢力でない旨の誓約書
· ③申請品の写真（プリントしたもの）

· ④申請品の写真データ（　 ＰＤＦ　・ ＪＰＥＧ　　）

· ⑤申請品（ 申請時提出　・　審査会当日に提出）

申請品の提出が不適当・困難な場合（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· ⑥その他任意の書類

　　　
《事務局処理欄》

	認定の可否
	可決　　・　　否決
	認定番号
	№


注1　各項目とも極力具体的にご記入ください。
注2　※蘭につきましては、必ずご記入下さい。ご記入ない場合は受理致しかねますのでご注意ください。
1

